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【結果】















































Q3： 動脈硬化により狭窄が高度になると ABI や PWV が正常に戻ってくることがある。これらの事に関
して報告や検討はあるのか？






A  ： 今回両側上肢の座位血圧測定はこの研究内では行っておらず、その検討は省略せざるを得なかっ
た。今後の検討内容であると思われる。しかし、特殊な血圧測定機器を用いた座位両側上肢につい
て当科で実施している別の研究では、臥位と座位では差がなかったと結論が出ている。
Q5： PWV を計測できているため ABI も同時に計測できているはずである。PWV が上がると ABI が上
がり、ABI が上がると PWV が下がるはずである。
A  ： ABI に関しても検討を行ったがこれは有意差が見られなかった。その要因として ABI の数値の範




A  ： 体位や生理的な狭窄が無いか等の既往歴、さらに追跡した際に再度同じ体位での計測、内服薬の均
一化、つまり追跡期間内での内服導入があったか、についての検討が必要である。
Q7： 血液の中性脂肪が低いことに MACE が寄与していたが、どういった可能性が考えられたのか？
A  ： 脂質異常症の患者が有意に少ないことにも原因する可能性がある。申請者のグループの先行研究で、
インスリン使用者かつ HbA1c低値者にイベント（MACE）が多いことが報告されている。このこと
は、血糖コントロールが良好なため、中性脂肪が低い可能性が考えられることなどが説明された。
Q8： ステントサイズが小さいから MACE が多いのか？ステントの長さではないのか？




Q9： follow up の期間が 9 か月後であるが MACE を評価するには短い。また MACE に関して心不全は
検討していないのか？この検討では MACE のほとんどがステント内再狭窄であるためにステント
内再狭窄に関しての予測因子と考えてもいいのか？








A    ： 右の脈波伝播速度に関しては傾向のみであり有意差はなかった。またカットオフについては予測
因子となり得なかった。
上記以外の質問にも、申請者は適切に答えた。本論文は経皮的冠動脈インターベンション後の主要心
血管イベントの予測因子として血圧左右差や脈波伝播速度が評価された初めての研究である。左上肢の
血圧高値ならびに左脈波伝播速度が薬剤溶出性ステント留置後の主要心血管イベントの予測因子となり
うることを証明し、学位論文に値すると評価された。
